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トヨタ生活協同組合
理事長　新実 修

　当生協は2025年12月15日、創立80周年を迎えました。これもひとえに、組合員の皆様、
トヨタ自動車様をはじめとする職域企業ならびに地域の皆様の温かいご支援の賜物と心
から感謝申し上げます。
　当生協の始まりは、1945年にトヨタ自動車有志の方々が日々の暮らしを支え合い、生活
を守るために立ち上げた『トヨタ自動車拳母互助会』を創設されたことに始まります。
　今日まで当生協が運営を続けられたのは、ひとえに諸先輩方が経営基盤の確立に努め
られ、守ってきていただいたことと、常に職域・地域の組合員の皆様のご理解・ご協力が
あったからに他なりません。 

　今回の80周年を機に、次の10年、その先の大きな節目でも
ある100周年に向け、トヨタ自動車様をはじめとする職域企業・
行政との連携を一段と強固なものにするとともに、より安心・安
全な商品・サービスの提供を通じ、常に組合員様、地域のニーズ
にお応えし、生活を支える存在であり続けるよう、従業員一丸と
なって努力してまいります。
　引き続きメグリアに対するご愛顧とご支援をよろしくお願い
致します。

組合員の皆様 そして 地域の皆様のおかげで

80年間歩んでまいりました。

これからも、より多くの方に愛されるメグリアを目指して

また一歩ずつ進んでまいります。

すべての人に、感謝の気持ちを込めて。
ありがとうを
すべての人へ
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トヨタ生活協同組合

80年の歴史

第1章

昭和20年
昭和30年

MEGLiA

昭和25年当時の役員（前列中央 生島組合長） トヨタ家庭会との懇談会 レクリエーション

食糧難でヤミ市が横行 食糧の買出しに苦労をした トヨペットSA型乗用車生産開始

本部喫茶

昭和24年頃の本店玄関 丸山支部 前山支部

当時の挙母駅前通り トヨペット・クラウン発売

トヨタ自工の中から生まれた「トヨタ生協」 より良い暮らしの実現へ

　戦後の生活物資が不足する中、「お
互いでお互いの暮らしを守ろう」の機
運が高まり、トヨタ自工従業員の有志
438人により、現在のトヨタ生協の前
身となる「トヨタ自動車工業株式会社
挙母工場互助会」が誕生しました。
　初代組合長には、トヨタ自工の生島
稔朗氏が選任され、食料品を中心とし
た物資の確保に奔走し、トヨタ自工従
業員に向けた売店や喫茶の営業をス
タートしました。

　敗戦後のわが国は、生産機構は破壊され、大半の都市は廃
墟と化し、国民は全く虚脱の状況に陥り、まさに亡国の寸前
にあるといえる。幸いにも当社挙母工場は、空襲により一部
に損害を被ったにとどまり、他工場に比して、いち早く立ち
直り生産への力強い第一歩を踏み出した。また、自動車工業
は、国民生活の必需品として、重要産業の一つに数えられ、
祖国再建に寄与する所極めて大きく、当社の責任たるや極め
て重大であるといわねばならない。
　一方、国民生活をみるに、生活必需品流通機構は、混乱破
滅に陥り、ほとんどその機能を停止、他方統制の枠は外さ
れ、物資は出回ったとはいえ、度外れの高値は、到底、固定俸
給生活者の手の届く所でない。かくて消費生活は、破滅の状
況にひんしているのである。会社当局としても、この状況を
拱(きょう)手傍観するあたわず、本年にいたり大幅の給料引
上げが行われたが、急激に奔騰する物価に追いつくはずが
なく、従業員の生活安定のために更に強力なる物質的な裏
づけを必要とするに至ったのである。
　最近、政府で企図されている経済上の諸政策も、その必要
性は、強められこそすれ、弱められないのである。要するに前
記の事情は、わが互助会の一段の活躍を強く要請している
のである。

互助会設立趣意書

●第2次世界大戦終結
●日本国憲法公布

●トヨペットSA型乗用車生産開始

●ドッジライン発表●消費生活協同組合法公布
●各町村に農業協同組合が設立 ●トヨタ自動車販売（株）設立

●労働争議の集会

朝鮮戦争による特需景気
職場大会に集まった
組合員

●「挙母市」市制を施行人口32,400人

挙母市誕生

●トヨペット･クラウン発売

12月 トヨタ自動車工業株式会社挙母工場互助会設立 トヨタ生活協同組合に名称変更
丸山支部開設
前山支部開設

7月
8月
12月

1月
2月
売店業務を開始
喫茶食堂営業開始

トヨタ家庭会の設立7月

1月
11月
12月

平山支部開設
病院売店開設
樹木・金谷支部開設

8月
9月
11月

大林支部開設
日本生活協同組合連合会に加盟
挙母商工会議所入会

2月
3月
地区ごとの家庭会に組織変更
愛知県生活協同組合連合会に加盟

10月
11月

トヨタ理容所を引き継ぐ
丸山支部改装・平山支部改装

3月
7月
精米事業開始
西町支部・生協ホール開設

4月平和荘支部開設

5月法人格を取得して
有限責任挙母豊田生活購買
利用組合に名称変更

当時活躍された家庭会の方 （々昭和30年当時）

材料が入手困難な時代で、代用食
(米がなく芋や麺類)・飲物の2種類
しか提供できていませんでしたが、
多くの方にご利用頂きました。

当時の歳末大売出し風景。年末は特
に活気に溢れてにぎわっていました。

トヨタ生協に名称変更しての総代会
昭和23年10月の生協法施行を受
け、翌年の7月に現在のトヨタ生協に
名称変更し、独立採算のスタートを
切りました。

地域組合員の要望に応えて、社宅を中心に各地域に支部を開設していきました。当時は木造平屋で20坪
に満たない建物で設備も十分ではありませんでしたが、地域組合員の生活を支え喜んで頂けました。

出資証(昭和23年)
当時の出資金は50円で、現在
の価値にすると1万円に近い金
額。互助会に対する期待の大き
さが伺えます。

※（当時）

　トヨタ自工の組織としてスタートした
互助会でしたが、「生活に関しては門戸を
開放すべきだ」との意見が多くあり、地域
への出張販売を開始しました。当時、当
番制で販売のお手伝いをして頂いた社宅
や地域の主婦の皆さんが中心になり「よ
り良い暮らしの実現」に向けて設立され
たのが現在の家庭会です。
　結成当時は「トヨタ家庭会」の名称で、
会長の豊田壽子さんを中心に738人の
会員でスタートしました。文化活動にも
積極的に取り組み、料理や洋裁の講習
会、映画会や観光などレクリエーション
活動も活発に行われていました。

「トヨタ自動車工業株式会社挙母工場互助会」設立 「トヨタ家庭会」の設立
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平山支部の新設

●日本、国連に加盟
●トヨタ  月産5,000台達成

●全国労働者共済生協連合会創立
●米国トヨタ販売㈱設立
●コロナ発表

●東京タワー完成

●挙母市から豊田市に市名変更
●伊勢湾台風襲来
●元町工場操業開始
●トヨタ月産
  10,000台達成

●名鉄豊田市駅  トヨビル完成
●トヨタ  月間20,000台達成
●大衆車パブリカ発表

●トヨタ  月産30,000台達成

●ベトナム戦争
●東京オリンピック大会
  開催
●東海道新幹線開業

●上郷工場操業開始
●トヨタスポーツ800発表

支部出張販売実施
本部店移転・営業開始
大林寮・丸山女子寮食堂開設
来客食堂、本館食堂開設
元町支所新築開店

3月
5月
8月
9月
10月

旧本部店商店街解散
本部店売場大改装
(トヨタの環境整備の一環)
平山食堂開設

3月
4月

7月

本社の工場食堂　業務開始
（第1・第4食堂）
本部店舗改装
トヨタ自工と給食業務契約締結
平山支部　新築開店

5月

6月
8月
9月

4月
7月
8月

山之手給油所開設
聖心和風寮食堂開設
トヨタ社員クラブに喫茶店開設

4月
5月
10月

聖心支部開店
第2食堂閉鎖
病院支部改築

12月豊和支部開店と理髪室開設

3月

9月
10月
12月

豊和会館に結婚式場を開設
第1食堂閉鎖
元町社員クラブの喫茶開設
高岡清風寮に売店開設
移動販売車稼動

3月
5月
三好支部開店
高岡支部開店
(後の高根支部)

トヨペット コロナ発表 東京タワー 挙母市から豊田市に
市名変更

元町工場操業開始 東海道新幹線開業トヨビル トヨタスポーツ800発表

7月

8月

西山支部新装開店
丸山支部新築開店
挙母鉄工所従業員全員、
当生協へ加入
三満多支部改装開店

5月
9月
12月

トヨタ技術部2号館に
技術食堂開設
元町食堂開設

平山支部は木造建築で２度にわ
たって改装をしても老朽化はひど
く、要望の強かった低料金の理容
室を併設した新店舗を建設しま
した。

丸山支部の新設
当時、丸山地区の組合員は急激に増加
し、外れに居住する組合員からは距離
がかなり遠いので新しく店舗を設けて
ほしいとの要望があり、２店制(丸山支
部・三満多支部)を採用しました。

元町支所開設
元町工場の操業開始に伴い、工
場勤務の組合員より強い要望を
いただき、トヨタ自工より用地の
貸与を受け工場隣接の店舗を営
業しました。

豊和会館に結婚式場を開設
豊和会館の２Fホールを結婚式場(当時の豊田
市内には挙母神社と勤労会館の2箇所だけ)と
して、出雲大社の大国主命を迎え、3月12日に
豊和殿最初の結婚式を執り行いました。

山之手給油所
３０年代半ばには従業員の自家用車が増えは
じめ、ガソリンスタンド開設の要望を多く頂い
ていました。ガソリンは食料品と同様に生活
必需品と考え新規事業に取り組みました。

移動販売車稼働
トヨタ自工の持ち家制度の開始に伴い住宅建設は広
範囲にわたり、当時１５の支部をつくって対応してき
ましたが、郊外で買い物に不自由な地域に対しては
移動販売車で定期的な巡回サービスを行いました。

　モータリゼーションの進展に伴い、昭和33､4年
頃からトヨタ自工では、自動車需要の増大を見通
し、急速な設備投資と大量採用を行っていました。
トヨタ自工から食堂運営を引き継いでいたトヨタ
生協でも、それらに対応し37年から40年までのわ
ずか4年の間に工場・寮食堂で計16の食堂を開設
し、現在の職域事業の基盤が作られました。

大林和風寮食堂

第2豊和寮食堂

聖心寮食堂

大林清風寮食堂

元町北食堂

聖心清風寮食堂

本社北食堂

丸山清風寮食堂

第2聖心清風寮食堂

中央食堂

高岡清風寮食堂

第2大林和風寮食堂

高岡和風寮食堂

第3豊和寮食堂

上郷工場食堂

元町第3工場食堂

当時の本部店正面玄関

第一売場　装身具売場からの展望 電化製品売場 お寿司コーナー 魚売場

調理盛付け

工場給食

　設立当初の本部店はトヨタ自工西門前（現在の本社西門付
近）という好立地な場所にありましたが、トヨタ自工の生産拡
大や環境整備に伴い、移転要請が示されました。
移転場所として示された場所はトヨタ町（現在の本社工場南
側立体駐車場付近）となり、立地的な不安がありましたが「場
所よりも信用が大切、組合員の生活文化の向上を貫けば供給
高への影響はない｣とし、移転を行いました。

昭和37年1月

3月

4月

5月

昭和38年9月

昭和39年3月

9月

昭和40年3月

6月

7月

〈 〉昭和37年～40年に
開設された食堂

 店内の様子 
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平山支部の新設

●日本、国連に加盟
●トヨタ  月産5,000台達成

●全国労働者共済生協連合会創立
●米国トヨタ販売㈱設立
●コロナ発表

●東京タワー完成

●挙母市から豊田市に市名変更
●伊勢湾台風襲来
●元町工場操業開始
●トヨタ月産
  10,000台達成

●名鉄豊田市駅  トヨビル完成
●トヨタ  月間20,000台達成
●大衆車パブリカ発表

●トヨタ  月産30,000台達成

●ベトナム戦争
●東京オリンピック大会
  開催
●東海道新幹線開業

●上郷工場操業開始
●トヨタスポーツ800発表

支部出張販売実施
本部店移転・営業開始
大林寮・丸山女子寮食堂開設
来客食堂、本館食堂開設
元町支所新築開店

3月
5月
8月
9月
10月

旧本部店商店街解散
本部店売場大改装
(トヨタの環境整備の一環)
平山食堂開設

3月
4月

7月

本社の工場食堂　業務開始
（第1・第4食堂）
本部店舗改装
トヨタ自工と給食業務契約締結
平山支部　新築開店

5月

6月
8月
9月

4月
7月
8月

山之手給油所開設
聖心和風寮食堂開設
トヨタ社員クラブに喫茶店開設

4月
5月
10月

聖心支部開店
第2食堂閉鎖
病院支部改築

12月豊和支部開店と理髪室開設

3月

9月
10月
12月

豊和会館に結婚式場を開設
第1食堂閉鎖
元町社員クラブの喫茶開設
高岡清風寮に売店開設
移動販売車稼動

3月
5月
三好支部開店
高岡支部開店
(後の高根支部)

トヨペット コロナ発表 東京タワー 挙母市から豊田市に
市名変更

元町工場操業開始 東海道新幹線開業トヨビル トヨタスポーツ800発表

7月

8月

西山支部新装開店
丸山支部新築開店
挙母鉄工所従業員全員、
当生協へ加入
三満多支部改装開店

5月
9月
12月

トヨタ技術部2号館に
技術食堂開設
元町食堂開設

平山支部は木造建築で２度にわ
たって改装をしても老朽化はひど
く、要望の強かった低料金の理容
室を併設した新店舗を建設しま
した。

丸山支部の新設
当時、丸山地区の組合員は急激に増加
し、外れに居住する組合員からは距離
がかなり遠いので新しく店舗を設けて
ほしいとの要望があり、２店制(丸山支
部・三満多支部)を採用しました。

元町支所開設
元町工場の操業開始に伴い、工
場勤務の組合員より強い要望を
いただき、トヨタ自工より用地の
貸与を受け工場隣接の店舗を営
業しました。

豊和会館に結婚式場を開設
豊和会館の２Fホールを結婚式場(当時の豊田
市内には挙母神社と勤労会館の2箇所だけ)と
して、出雲大社の大国主命を迎え、3月12日に
豊和殿最初の結婚式を執り行いました。

山之手給油所
３０年代半ばには従業員の自家用車が増えは
じめ、ガソリンスタンド開設の要望を多く頂い
ていました。ガソリンは食料品と同様に生活
必需品と考え新規事業に取り組みました。

移動販売車稼働
トヨタ自工の持ち家制度の開始に伴い住宅建設は広
範囲にわたり、当時１５の支部をつくって対応してき
ましたが、郊外で買い物に不自由な地域に対しては
移動販売車で定期的な巡回サービスを行いました。

　モータリゼーションの進展に伴い、昭和33､4年
頃からトヨタ自工では、自動車需要の増大を見通
し、急速な設備投資と大量採用を行っていました。
トヨタ自工から食堂運営を引き継いでいたトヨタ
生協でも、それらに対応し37年から40年までのわ
ずか4年の間に工場・寮食堂で計16の食堂を開設
し、現在の職域事業の基盤が作られました。

大林和風寮食堂

第2豊和寮食堂

聖心寮食堂

大林清風寮食堂

元町北食堂

聖心清風寮食堂

本社北食堂

丸山清風寮食堂

第2聖心清風寮食堂

中央食堂

高岡清風寮食堂

第2大林和風寮食堂

高岡和風寮食堂

第3豊和寮食堂

上郷工場食堂

元町第3工場食堂

当時の本部店正面玄関

第一売場　装身具売場からの展望 電化製品売場 お寿司コーナー 魚売場

調理盛付け

工場給食

　設立当初の本部店はトヨタ自工西門前（現在の本社西門付
近）という好立地な場所にありましたが、トヨタ自工の生産拡
大や環境整備に伴い、移転要請が示されました。
移転場所として示された場所はトヨタ町（現在の本社工場南
側立体駐車場付近）となり、立地的な不安がありましたが「場
所よりも信用が大切、組合員の生活文化の向上を貫けば供給
高への影響はない｣とし、移転を行いました。

昭和37年1月

3月

4月

5月

昭和38年9月

昭和39年3月

9月

昭和40年3月

6月

7月

〈 〉昭和37年～40年に
開設された食堂

 店内の様子 
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昭和41年
昭和50年

モータリゼーションの本格化に対応して 大きく姿を変える地域店 昭和41年～50年昭和42年～49年

コッピィマーク制定 昭和50年

●高岡工場完成
●カローラ発売

●豊田市、猿投町と合併
●トヨタ2000ＧＴ発表
●センチュリー発表

●第1回豊田まつり開催
●三好工場完成
●トヨタ 年産100万台達成
●トヨタ水源クラブ完成
●コロナ・マークⅡ
  シリーズ発表

●東名高速道路全通
●トヨタ 輸出累計
  100万台達成
●トヨタ 生産累計
  500万台達成

●豊田市と松平町合併
●大阪で日本万国博覧会
  開幕
●堤工場完成
●カリーナ、セリカ発表

●豊田市人口20万人に
●自動車重量税公布

●猿投グリーンロード開通
●トヨタ 生産累計
  1,000万台達成

●挙母線(上挙母～大樹寺)
  廃止
●明知工場完成
●パブリカ スターレット発売

第2高岡清風寮売店・
食堂業務開始
永覚支部開店
上郷自販食堂開設
第2技術食堂・
外山食堂開設
田中清風寮食堂・
売店開設

3月

6月
8月
10月

12月

第1回育児相談開始
豊和会館での結婚挙式
100組に
金谷支部移転新築

1月
2月

4月

2月

3月

6月

10月
11月
12月

星ヶ丘売店開店
（昭和49年8月に移転新築）

田中和風寮売店開店
第2丸山女子寮食堂
開設
くみあいマーケット逢妻店開店
朝日売店開店
本部店にハウジングセンター開設
山之手給油所改装
宝来支部開店

3月

4月
10月

第3丸山女子寮食堂
・売店開設
事務1号館食堂開設
元町給油所開設
伊保原店開店

4月
5月

8月
10月
11月
12月

堤支所開店
トヨタスポーツセンター
食堂開設
堤第3食堂・売店開設
下林店開店
外山新食堂開設
前山店移転新築

3月

4月

5月

8月
11月

第4丸山女子寮食堂開設
本部店に買物相談員制度
生協特選食パン発売
トヨタ生協家庭会
連絡協議会発足
元町第2・第3食堂売店
開設
星ヶ丘売店移転新築
野見山店開店

1月
2月

3月

4月

5月
11月

総代会にて本部店新築可決
支所・支部の呼称を店に変更
丸山売店閉鎖
下山食堂開設
第4平山豊和寮食堂開設
聖心和風寮売店閉鎖
栄店移転新築
市木売店移転新築
シンボルマーク
(コッピィ）制定

3月

9月

10月

11月

12月

高岡清風寮食堂売店開設
南女子寮食堂開設
上郷第2食堂開設
高岡和風寮食堂業務開始
高岡和風寮売店開設
小川清風寮食堂開設

3月

6月
7月
8月
12月

上郷第3食堂・
売店開設
第2高岡和風寮食堂・
売店開設
上郷第4食堂開設
高岡・上郷支所開店
モデルハウスを
「憩いの家」へ寄贈移築
第3高岡清風寮食堂・
売店開店
本部店第1売場南側と
通路部分を拡張

●トヨタ鞍ケ池記念館完成
●トヨタ 生産累計
  1,500万台達成

市木売店開店
（昭和50年5月に移転新築）

第2田中清風寮
売店業務開始
上郷第5食堂・売店開設
堤第2食堂・売店開設
堤第1食堂・売店開設

2月

5月

11月

●下山工場完成
●トヨタ 輸出累計500万台

カローラ発売 大阪万博 パブリカ スターレット発売 下山工場完成

　昭和36年には9,937名であった組合員数も、10年後の
46年には51,213名と5倍以上に増加しました。持ち家は郊
外へと広がり団地群が造成されましたが、日常の生活必需
品の購入に不便なところが多かったため、生協の出店を希
望する声に応えてこの10年間で9店舗を新築、5店舗を移
転新築しました。
　また、日常の買い物もショッピングを楽しむようになり、
地域店も食料品以外に、身の回り品、雑貨、衣料品など幅広
い要望に応え、地域店の姿は大きく変わっていきました。

　組合員の自家用車数は増え続け、昭和36年に山之手給油所を開設したものの、ガソリンの需
要は一層高まっていました。トヨタ自工の工場付近や豊田市の都市計画に合わせ、昭和40年代
末には給油所は9つに増やし需要に応えてきました。
　昭和48年暮れの第1次オイルショックでは、ガソリンの確保に奔走し、生活や通勤に差し支え
ない程度は供給することができました。

　創立30周年と新本部建設
を機に組合員より愛称を公
募し、2,025点の中より「コッ
ピィＣＯＰＰＹ」(家庭に真心
を運ぶ鳥)が採用されました。

元町給油所（昭和47年4月開設）山之手給油所（昭和46年11月改装）

野見山店（昭和49年11月）

金谷支部 永覚支部 市木売店 星ヶ丘売店 くみあいマーケット逢妻店 朝日売店 宝来支部 伊保原店 下林店 前山店
昭和41年4月 昭和43年6月 昭和45年2月 昭和46年2月 昭和46年6月 昭和46年6月 昭和46年12月 昭和47年10月 昭和48年10月 昭和48年12月

シンボルマーク(コッピィ)制定
栄支部（昭和32年頃） 栄店（昭和50年4月）西山支部（昭和25年3月）昭和50年

コッピィマーク
昭和40年
新マーク

平成13年
メグリアバード

昭和 （1970年）（1966年） 48年47年46年45年 （1975年）44年43年42年41年 49年 50年

MEGLiA 0908 MEGLiA
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昭和41年
昭和50年

モータリゼーションの本格化に対応して 大きく姿を変える地域店 昭和41年～50年昭和42年～49年

コッピィマーク制定 昭和50年

●高岡工場完成
●カローラ発売

●豊田市、猿投町と合併
●トヨタ2000ＧＴ発表
●センチュリー発表

●第1回豊田まつり開催
●三好工場完成
●トヨタ 年産100万台達成
●トヨタ水源クラブ完成
●コロナ・マークⅡ
  シリーズ発表

●東名高速道路全通
●トヨタ 輸出累計
  100万台達成
●トヨタ 生産累計
  500万台達成

●豊田市と松平町合併
●大阪で日本万国博覧会
  開幕
●堤工場完成
●カリーナ、セリカ発表

●豊田市人口20万人に
●自動車重量税公布

●猿投グリーンロード開通
●トヨタ 生産累計
  1,000万台達成

●挙母線(上挙母～大樹寺)
  廃止
●明知工場完成
●パブリカ スターレット発売

第2高岡清風寮売店・
食堂業務開始
永覚支部開店
上郷自販食堂開設
第2技術食堂・
外山食堂開設
田中清風寮食堂・
売店開設

3月

6月
8月
10月

12月

第1回育児相談開始
豊和会館での結婚挙式
100組に
金谷支部移転新築

1月
2月

4月

2月

3月

6月

10月
11月
12月

星ヶ丘売店開店
（昭和49年8月に移転新築）

田中和風寮売店開店
第2丸山女子寮食堂
開設
くみあいマーケット逢妻店開店
朝日売店開店
本部店にハウジングセンター開設
山之手給油所改装
宝来支部開店

3月

4月
10月

第3丸山女子寮食堂
・売店開設
事務1号館食堂開設
元町給油所開設
伊保原店開店

4月
5月

8月
10月
11月
12月

堤支所開店
トヨタスポーツセンター
食堂開設
堤第3食堂・売店開設
下林店開店
外山新食堂開設
前山店移転新築

3月

4月

5月

8月
11月

第4丸山女子寮食堂開設
本部店に買物相談員制度
生協特選食パン発売
トヨタ生協家庭会
連絡協議会発足
元町第2・第3食堂売店
開設
星ヶ丘売店移転新築
野見山店開店

1月
2月

3月

4月

5月
11月

総代会にて本部店新築可決
支所・支部の呼称を店に変更
丸山売店閉鎖
下山食堂開設
第4平山豊和寮食堂開設
聖心和風寮売店閉鎖
栄店移転新築
市木売店移転新築
シンボルマーク
(コッピィ）制定

3月

9月

10月

11月

12月

高岡清風寮食堂売店開設
南女子寮食堂開設
上郷第2食堂開設
高岡和風寮食堂業務開始
高岡和風寮売店開設
小川清風寮食堂開設

3月

6月
7月
8月
12月

上郷第3食堂・
売店開設
第2高岡和風寮食堂・
売店開設
上郷第4食堂開設
高岡・上郷支所開店
モデルハウスを
「憩いの家」へ寄贈移築
第3高岡清風寮食堂・
売店開店
本部店第1売場南側と
通路部分を拡張

●トヨタ鞍ケ池記念館完成
●トヨタ 生産累計
  1,500万台達成

市木売店開店
（昭和50年5月に移転新築）

第2田中清風寮
売店業務開始
上郷第5食堂・売店開設
堤第2食堂・売店開設
堤第1食堂・売店開設

2月

5月

11月

●下山工場完成
●トヨタ 輸出累計500万台

カローラ発売 大阪万博 パブリカ スターレット発売 下山工場完成

　昭和36年には9,937名であった組合員数も、10年後の
46年には51,213名と5倍以上に増加しました。持ち家は郊
外へと広がり団地群が造成されましたが、日常の生活必需
品の購入に不便なところが多かったため、生協の出店を希
望する声に応えてこの10年間で9店舗を新築、5店舗を移
転新築しました。
　また、日常の買い物もショッピングを楽しむようになり、
地域店も食料品以外に、身の回り品、雑貨、衣料品など幅広
い要望に応え、地域店の姿は大きく変わっていきました。

　組合員の自家用車数は増え続け、昭和36年に山之手給油所を開設したものの、ガソリンの需
要は一層高まっていました。トヨタ自工の工場付近や豊田市の都市計画に合わせ、昭和40年代
末には給油所は9つに増やし需要に応えてきました。
　昭和48年暮れの第1次オイルショックでは、ガソリンの確保に奔走し、生活や通勤に差し支え
ない程度は供給することができました。

　創立30周年と新本部建設
を機に組合員より愛称を公
募し、2,025点の中より「コッ
ピィＣＯＰＰＹ」(家庭に真心
を運ぶ鳥)が採用されました。

元町給油所（昭和47年4月開設）山之手給油所（昭和46年11月改装）

野見山店（昭和49年11月）

金谷支部 永覚支部 市木売店 星ヶ丘売店 くみあいマーケット逢妻店 朝日売店 宝来支部 伊保原店 下林店 前山店
昭和41年4月 昭和43年6月 昭和45年2月 昭和46年2月 昭和46年6月 昭和46年6月 昭和46年12月 昭和47年10月 昭和48年10月 昭和48年12月

シンボルマーク(コッピィ)制定
栄支部（昭和32年頃） 栄店（昭和50年4月）西山支部（昭和25年3月）昭和50年

コッピィマーク
昭和40年
新マーク

平成13年
メグリアバード

昭和 （1970年）（1966年） 48年47年46年45年 （1975年）44年43年42年41年 49年 50年
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トヨタ生活協同組合

80年の歴史

第4章

昭和51年
昭和60年

細川 たかしさん （歌謡ショー）

キャラクターショー大人気の金魚すくいや輪投げなどの縁日

山本 リンダさん（歌謡ショー）

地
域
・
社
会
・
産
業

生
協
の
で
き
ご
と

●豊田市福祉センター開設
●国鉄岡多線開通
  （岡崎ー豊田間）
●トヨタ
  生産累計2,000万台達成

●第1回豊田市産業まつり
  開催
●トヨタホーム発売開始
●トヨタ健保会館完成
●トヨタ会館完成

●下山第2工場完成
●衣浦工場完成
●コルサ・ターセル発売

●豊田新線開通
●田原工場稼動
●トヨタ  輸出累計
 1,000万台達成

●モスクワ五輪開催
●トヨタ  生産累計
  3,000万台達成

●明知第3鋳物工場完成
●下山第3工場完成
●技術10号館完成
●衣浦第3工場完成
●ソアラ発売

●第1回豊田市商工まつり
  開催
●東京ビル完成
●新生トヨタ自動車㈱
  スタート

●ビスタ・カムリを発売

●東京ディズニーランド開園
●ファミリーコンピューター
  発売
●カローラ
  生産累計1,000万台
●トヨタホーム
  販売累計5,000棟

明知工場食堂・売店開設
衣浦寮食堂・売店開設
衣浦工場食堂・売店開設
コッピィスタンプ発行
平山店新装開店
田原寮食堂開設
田原工場食堂開設

4月

6月
9月
11月

古瀬間店開店
コッピィカード
(組合員証)発行
神池給油所開設
衣浦工場食堂開設
技術9号館食堂開設

3月
4月

7月
12月

元町店新装開店
(カーショップ)
北斗店開店
(岡崎地区第1号店)
新本部店開店(3/25)
明知給油所開設
納涼盆踊り
食堂内売店開設
(本社北・技術第1・技術第2)
永覚店改装開店
コッピィまつり開催

2月

3月

6月
7月
8月

10月

6月
9月

10月
11月
12月

吉胡寮食堂開設
さなげ台店開店
丸山女子寮売店開設
生協おすすめ品開発
金谷店移転新築開店
サンレイク店開店

1月
4月

8月
11月

南女子寮売店開店
宮町店開店
衣浦第3寮売店開店
岡崎店開店
本社工場売店移転開店
本部店二層式駐車場
完成
田原給油所開設

1月
3月

6月
8月
9月
12月

技術10号館売店開店
コッピィスタンプ
商品交換始まる
滝店開店
元町第4食堂・売店開店
加茂川店開店
前山店移転新築開店

1月

4月
6月
7月
10月

本社工場食堂で
ジャー給食
さなげ台店売場拡張
高岡給油所改装
衣浦工場売店拡張
野見山店改装
栄店改装
宝来店改装

3月
7月

9月
11月
12月

田原第5食堂開設
第5田原寮食堂開設
五ヶ丘店開店
市木店移転新築
衣浦第4寮食堂・売店開設
四郷給油所開設
共同購入スタート
貞宝工場食堂・売店開設

2月
4月
6月

11月
12月

葬祭事業開始
上郷給油所開設
本部店3階増床開店
コッピィ歌の広場開始
元町第4食堂開設
田原第2寮食堂開設

北斗店開店
岡崎市北斗台の分譲住宅団地に
入居する方の多くが組合員であ
り、自治区からも強い出店要請を
いただき、岡崎市内の第１号店と
して開店しました。

葬祭事業開始
弔事で困っているとの
声を多くいただき、組
合員の生活のパート
ナーとしてお役に立て
るように葬祭事業を開
始しました。

コッピィスタンプ商品交換
スタンプの集めた冊数にあ
わせてお得な商品と交換
でき、好評をいただき商品
が相次いで品切れするほど
でした。

共同購入スタート
昭和６０年より週１
回お伺いする現在の
共同購入(宅配)が始
まり、食品だけでなく
衣料など品揃えも充
実しており好評をい
ただきました。

●豊田市の人口が30万人を
  突破
●日本、男女とも世界一の
  長寿国に
●MR2発売

堤自販食堂開設
衣浦第2寮食堂開設
田原第2食堂開設
井上店開店
田原第3寮食堂開設
田原第3食堂開設
田原第4寮食堂開設
愛唱歌「コッピィ広場」制定

3月

6月

7月
11月

●トヨタ  輸出累計
  2,000万台達成
●豊田産業文化
  センターオープン

コルサ・ターセル発売 田原工場稼働 生産累計3,000万台達成 豊田産業文化センター  プラネタリウム

（　　　　　　　　　　    ）トヨタ自動車工業（株）
トヨタ自動車販売（株）合併

納涼盆踊り（本部店駐車場）

　本部店がオープンした7月の3日間、本部店西側
大駐車場で「納涼盆踊り大会」を開催しました。本
部店近隣(山之手・大林・御幸本町)に居住する組合
員相互の親睦
を深め、夏のひ
と時を楽しんで
もらうため実施
されました。

　昭和50年7月の着工以来、8ヶ月にわたる工事が完了し、3月25日に開店式を迎えました。
当日は天候にも恵まれ、コッピィ広場の東口には開店を待つ組合員の長い行列ができ、開店時に
は8,000名を越えるまでになりました。開店初日の入店者は8万4千人、オープン3日間で約23万
人を数え、初日には2回入場制限をお願いするほどの盛況ぶりとなりました。

角川 博さん（歌謡ショー）

　組合員相互のふれあいと、休日余暇を楽しく過ごしていただくため
に、昭和51年10月より“組合員の祭典”「コッピィまつり」がトヨタス
ポーツセンターを中心に開催されました。

　買い物のひと時を楽しく
過ごしていただく為、1階中
央広場にCBCラジオの豊田
サテライトスタジオを開設
し、「コッピィ歌の広場（毎週
日曜日 午後1時15分～1時
45分）がスタートしました。

新本部店　待望のオープン 組合員の祭典コッピィまつり コッピィ歌の広場 昭和54年6月昭和51年3月25日 昭和51年10月

昭和 （1980年）（1976年） 58年57年56年55年 （1985年）54年53年52年51年 59年 60年
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昭和51年
昭和60年

細川 たかしさん （歌謡ショー）

キャラクターショー大人気の金魚すくいや輪投げなどの縁日

山本 リンダさん（歌謡ショー）
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●豊田市福祉センター開設
●国鉄岡多線開通
  （岡崎ー豊田間）
●トヨタ
  生産累計2,000万台達成

●第1回豊田市産業まつり
  開催
●トヨタホーム発売開始
●トヨタ健保会館完成
●トヨタ会館完成

●下山第2工場完成
●衣浦工場完成
●コルサ・ターセル発売

●豊田新線開通
●田原工場稼動
●トヨタ  輸出累計
 1,000万台達成

●モスクワ五輪開催
●トヨタ  生産累計
  3,000万台達成

●明知第3鋳物工場完成
●下山第3工場完成
●技術10号館完成
●衣浦第3工場完成
●ソアラ発売

●第1回豊田市商工まつり
  開催
●東京ビル完成
●新生トヨタ自動車㈱
  スタート

●ビスタ・カムリを発売

●東京ディズニーランド開園
●ファミリーコンピューター
  発売
●カローラ
  生産累計1,000万台
●トヨタホーム
  販売累計5,000棟

明知工場食堂・売店開設
衣浦寮食堂・売店開設
衣浦工場食堂・売店開設
コッピィスタンプ発行
平山店新装開店
田原寮食堂開設
田原工場食堂開設

4月

6月
9月
11月

古瀬間店開店
コッピィカード
(組合員証)発行
神池給油所開設
衣浦工場食堂開設
技術9号館食堂開設

3月
4月

7月
12月

元町店新装開店
(カーショップ)
北斗店開店
(岡崎地区第1号店)
新本部店開店(3/25)
明知給油所開設
納涼盆踊り
食堂内売店開設
(本社北・技術第1・技術第2)
永覚店改装開店
コッピィまつり開催

2月

3月

6月
7月
8月

10月

6月
9月

10月
11月
12月

吉胡寮食堂開設
さなげ台店開店
丸山女子寮売店開設
生協おすすめ品開発
金谷店移転新築開店
サンレイク店開店

1月
4月

8月
11月

南女子寮売店開店
宮町店開店
衣浦第3寮売店開店
岡崎店開店
本社工場売店移転開店
本部店二層式駐車場
完成
田原給油所開設

1月
3月

6月
8月
9月
12月

技術10号館売店開店
コッピィスタンプ
商品交換始まる
滝店開店
元町第4食堂・売店開店
加茂川店開店
前山店移転新築開店

1月

4月
6月
7月
10月

本社工場食堂で
ジャー給食
さなげ台店売場拡張
高岡給油所改装
衣浦工場売店拡張
野見山店改装
栄店改装
宝来店改装

3月
7月

9月
11月
12月

田原第5食堂開設
第5田原寮食堂開設
五ヶ丘店開店
市木店移転新築
衣浦第4寮食堂・売店開設
四郷給油所開設
共同購入スタート
貞宝工場食堂・売店開設

2月
4月
6月

11月
12月

葬祭事業開始
上郷給油所開設
本部店3階増床開店
コッピィ歌の広場開始
元町第4食堂開設
田原第2寮食堂開設

北斗店開店
岡崎市北斗台の分譲住宅団地に
入居する方の多くが組合員であ
り、自治区からも強い出店要請を
いただき、岡崎市内の第１号店と
して開店しました。

葬祭事業開始
弔事で困っているとの
声を多くいただき、組
合員の生活のパート
ナーとしてお役に立て
るように葬祭事業を開
始しました。

コッピィスタンプ商品交換
スタンプの集めた冊数にあ
わせてお得な商品と交換
でき、好評をいただき商品
が相次いで品切れするほど
でした。

共同購入スタート
昭和６０年より週１
回お伺いする現在の
共同購入(宅配)が始
まり、食品だけでなく
衣料など品揃えも充
実しており好評をい
ただきました。

●豊田市の人口が30万人を
  突破
●日本、男女とも世界一の
  長寿国に
●MR2発売

堤自販食堂開設
衣浦第2寮食堂開設
田原第2食堂開設
井上店開店
田原第3寮食堂開設
田原第3食堂開設
田原第4寮食堂開設
愛唱歌「コッピィ広場」制定

3月

6月

7月
11月

●トヨタ  輸出累計
  2,000万台達成
●豊田産業文化
  センターオープン

コルサ・ターセル発売 田原工場稼働 生産累計3,000万台達成 豊田産業文化センター  プラネタリウム

（　　　　　　　　　　    ）トヨタ自動車工業（株）
トヨタ自動車販売（株）合併

納涼盆踊り（本部店駐車場）

　本部店がオープンした7月の3日間、本部店西側
大駐車場で「納涼盆踊り大会」を開催しました。本
部店近隣(山之手・大林・御幸本町)に居住する組合
員相互の親睦
を深め、夏のひ
と時を楽しんで
もらうため実施
されました。

　昭和50年7月の着工以来、8ヶ月にわたる工事が完了し、3月25日に開店式を迎えました。
当日は天候にも恵まれ、コッピィ広場の東口には開店を待つ組合員の長い行列ができ、開店時に
は8,000名を越えるまでになりました。開店初日の入店者は8万4千人、オープン3日間で約23万
人を数え、初日には2回入場制限をお願いするほどの盛況ぶりとなりました。

角川 博さん（歌謡ショー）

　組合員相互のふれあいと、休日余暇を楽しく過ごしていただくため
に、昭和51年10月より“組合員の祭典”「コッピィまつり」がトヨタス
ポーツセンターを中心に開催されました。

　買い物のひと時を楽しく
過ごしていただく為、1階中
央広場にCBCラジオの豊田
サテライトスタジオを開設
し、「コッピィ歌の広場（毎週
日曜日 午後1時15分～1時
45分）がスタートしました。

新本部店　待望のオープン 組合員の祭典コッピィまつり コッピィ歌の広場 昭和54年6月昭和51年3月25日 昭和51年10月

昭和 （1980年）（1976年） 58年57年56年55年 （1985年）54年53年52年51年 59年 60年
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昭和61年
昭和63年
平成元年

平成 7年

●トヨタ国内生産累計
  5,000万台達成
●貞宝工場操業開始

●国鉄分割、民営化に移行
●トヨタ記念病院開設

●愛知環状鉄道営業開始
●豊田佐吉記念館開館

●消費税（3％）スタート
●広瀬工場稼動
●トヨタ博物館開館
●米国レクサス店開設
●トヨタ車の
  「新シンボルマーク」を
  発表
●セルシオ発売

●ひまわりネットワーク
  開局
●トヨタホーム販売累計
  2万棟達成
●エスティマ発売

●トヨタ国内生産累計
  7,000万台達成
●サイノス発売
●ウィンダム発売
●アリスト発売

●DUO店設立
●バルセロナ
  オリンピック開催
●名古屋港水族館開館
●米国製トヨタ車
  セプター発売
●カルディナ発売

●米凶作で
  タイ米緊急輸入
●フォレスタヒルズ
  オープン
●Jリーグ開幕
  名古屋グランパスが参戦
●トヨタ 国内生産累計
  8,000万台達成

ガスショップ開設
豊和レジデンス食堂開設
家庭会割戻し制度発足
共同購入カタログ
「ぽっぽらんど」発行
志賀店開店

2月
3月
7月
10月

生協会館の開設
商品検査室設置
星ヶ丘店移転新築
田原店開店
三軒町店開店

2月

4月
5月
12月

1月

2月
5月

6月

10月

元町事務館
食堂・売店開設
エスポワール開設
牛乳パック・
アルミ缶の回収
リサイクル開始
技術12号館
食堂・売店開設
田原第8食堂・
売店開設
明知第3食堂・
売店開設
レジデンス聖心
売店開設

4月

8月

11月

レジデンス高岡寮
食堂・売店開設
ミールパーク開設
(カバハウス)
メトロノーム開設
(シンプル結婚式)
若園店開店

2月

3月
7月

家庭会連絡協議会
創立20周年
平山店新築開店
コッピィ互助会の
導入
安城店開店

5月

10月
11月
12月

本社11号館売店
開設
組合員20万人に
藤岡店開店
朝日SS開店

1月

7月

10月

11月

阪神大震災被災地に
緊急救援物資を輸送
コープこうべに
人的支援実施
トヨタの連2直に対応
して星ヶ丘店24時間
営業のコンビニタイプ
に改装
田原店改装
コピック改装
新愛称MEGLiAを
発表

1月

2月
5月

10月
11月

技術9号館売店開設
曙給油所移転新築
家庭会組織の移行
(店舗班・共同購入班)
田原第6食堂開設
平和レジデンス食堂開設
病院売店開店
(トヨタ記念病院内)

3月

4月

8月
9月

食堂のカフェテリア化
広瀬工場食堂・売店開設
技術第1食堂・売店開設
技術11号館食堂・売店開設
野見山店新築
生協開発商品47品目
新発売
東郷店オープン
第6田原寮売店開設
五ヶ丘店開店
高岡第1食堂開設

昭和 平成 （1990年）（1986年） 5年4年3年2年 （1995年）元年63年62年61年 6年 7年

●さなげアドベンチャー
  フィールド設立
●産業技術記念館開館
●カレン発売
●RAV4J・RAV4L発売

本部店POSレジを
導入
元町第5食堂開設
病院売店改装

2月

4月

●阪神大震災
●ウィンドウズ95国内販売
●豊田市美術館開館
●アバロン発売
●グランビア発売

トヨタ記念病院開設 豊田市美術館開館

商品検査室設置
商品の安全を確認
し、安心してご利
用いただけるよう
に、生協会館内に
商品検査室を設置
し定期検査を開始

ガスショップ開設

本社前給油所内に
ガスショップを開
設し、ガス器具等
の供給を開始

若園店開店
若林東町に専門店や衣料品が
充実した若園店を出店

藤岡店開店
藤岡町(現豊田市)に地域店としては
一番大きな店舗として藤岡店を出店

▲

昭和
31年

当時の食堂風景

平成27年

当時は定食をご提供 食堂をカフェテリア方式に移行

平成
元年

昭和
50年

昭和39年
麺類の開始

定食化（A・B）の
開始

地
域
・
社
会
・
産
業

生
協
の
で
き
ご
と
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新愛称
「MEGLiA」発表

　昭和３１年、本社工場の給食事業の開始から、トヨタ自動車㈱従業員の増加に伴い、各工場や
寮に食堂を開設してきました。昭和３９年には麺類の提供を開始し、昭和４７年にはそれまで１種
類だった定食を複数化(A定食・B定食)、昭和５０年には温食給食の提供を行ってきました。平成
元年には定食だけでなく、各人が好きな料理を選択していただける「カフェテリア方式」に移行
し、「好きな料理を選び、楽しく食事ができる」と好評でした。

　創立５０周年を機に、従来使用してきた「せいきょ
う」から新愛称として「メグリア(MEGLiA)」に変更し
ました。MEGLiAの語源は、イタリア語で「より良く」
を意味するMeglio。「良い状態へ」の毎日の工夫や努
力を表す意味で名づけました。また日本語の「めぐり
あい」という意味も込められています。

　創立４０周年を迎えた節目に、組合員の皆さまの生活文化の向上
と健康増進に役立つ施設として「生協会館」を建設しました。開設当
時、１階の名称は「コピック」として、園芸・大工・趣味など、生活全般
に渡る提案型の店舗。２・３階は名称を「カルスポ」(カルチャー＆ス
ポーツの頭文字を組み
合わせたもの)として、
文化教室と体育施設で
教養・文化の向上と健
康づくり、組合員同士の
ふれあい、楽しさを発見
していただく場として開
設しました。

音楽教室 エアロビクス

食堂のカフェテリア化 生協会館の開設
平成7年11月1日平成元年1月16日～ 昭和61年2月28日
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昭和61年
昭和63年
平成元年

平成 7年

●トヨタ国内生産累計
  5,000万台達成
●貞宝工場操業開始

●国鉄分割、民営化に移行
●トヨタ記念病院開設

●愛知環状鉄道営業開始
●豊田佐吉記念館開館

●消費税（3％）スタート
●広瀬工場稼動
●トヨタ博物館開館
●米国レクサス店開設
●トヨタ車の
  「新シンボルマーク」を
  発表
●セルシオ発売

●ひまわりネットワーク
  開局
●トヨタホーム販売累計
  2万棟達成
●エスティマ発売

●トヨタ国内生産累計
  7,000万台達成
●サイノス発売
●ウィンダム発売
●アリスト発売

●DUO店設立
●バルセロナ
  オリンピック開催
●名古屋港水族館開館
●米国製トヨタ車
  セプター発売
●カルディナ発売

●米凶作で
  タイ米緊急輸入
●フォレスタヒルズ
  オープン
●Jリーグ開幕
  名古屋グランパスが参戦
●トヨタ 国内生産累計
  8,000万台達成

ガスショップ開設
豊和レジデンス食堂開設
家庭会割戻し制度発足
共同購入カタログ
「ぽっぽらんど」発行
志賀店開店

2月
3月
7月
10月

生協会館の開設
商品検査室設置
星ヶ丘店移転新築
田原店開店
三軒町店開店

2月

4月
5月
12月

1月

2月
5月

6月

10月

元町事務館
食堂・売店開設
エスポワール開設
牛乳パック・
アルミ缶の回収
リサイクル開始
技術12号館
食堂・売店開設
田原第8食堂・
売店開設
明知第3食堂・
売店開設
レジデンス聖心
売店開設

4月

8月

11月

レジデンス高岡寮
食堂・売店開設
ミールパーク開設
(カバハウス)
メトロノーム開設
(シンプル結婚式)
若園店開店

2月

3月
7月

家庭会連絡協議会
創立20周年
平山店新築開店
コッピィ互助会の
導入
安城店開店

5月

10月
11月
12月

本社11号館売店
開設
組合員20万人に
藤岡店開店
朝日SS開店

1月

7月

10月

11月

阪神大震災被災地に
緊急救援物資を輸送
コープこうべに
人的支援実施
トヨタの連2直に対応
して星ヶ丘店24時間
営業のコンビニタイプ
に改装
田原店改装
コピック改装
新愛称MEGLiAを
発表

1月

2月
5月

10月
11月

技術9号館売店開設
曙給油所移転新築
家庭会組織の移行
(店舗班・共同購入班)
田原第6食堂開設
平和レジデンス食堂開設
病院売店開店
(トヨタ記念病院内)

3月

4月

8月
9月

食堂のカフェテリア化
広瀬工場食堂・売店開設
技術第1食堂・売店開設
技術11号館食堂・売店開設
野見山店新築
生協開発商品47品目
新発売
東郷店オープン
第6田原寮売店開設
五ヶ丘店開店
高岡第1食堂開設

昭和 平成 （1990年）（1986年） 5年4年3年2年 （1995年）元年63年62年61年 6年 7年

●さなげアドベンチャー
  フィールド設立
●産業技術記念館開館
●カレン発売
●RAV4J・RAV4L発売

本部店POSレジを
導入
元町第5食堂開設
病院売店改装

2月

4月

●阪神大震災
●ウィンドウズ95国内販売
●豊田市美術館開館
●アバロン発売
●グランビア発売

トヨタ記念病院開設 豊田市美術館開館

商品検査室設置
商品の安全を確認
し、安心してご利
用いただけるよう
に、生協会館内に
商品検査室を設置
し定期検査を開始

ガスショップ開設

本社前給油所内に
ガスショップを開
設し、ガス器具等
の供給を開始

若園店開店
若林東町に専門店や衣料品が
充実した若園店を出店

藤岡店開店
藤岡町(現豊田市)に地域店としては
一番大きな店舗として藤岡店を出店

▲

昭和
31年

当時の食堂風景

平成27年

当時は定食をご提供 食堂をカフェテリア方式に移行

平成
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昭和
50年

昭和39年
麺類の開始

定食化（A・B）の
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新愛称
「MEGLiA」発表

　昭和３１年、本社工場の給食事業の開始から、トヨタ自動車㈱従業員の増加に伴い、各工場や
寮に食堂を開設してきました。昭和３９年には麺類の提供を開始し、昭和４７年にはそれまで１種
類だった定食を複数化(A定食・B定食)、昭和５０年には温食給食の提供を行ってきました。平成
元年には定食だけでなく、各人が好きな料理を選択していただける「カフェテリア方式」に移行
し、「好きな料理を選び、楽しく食事ができる」と好評でした。

　創立５０周年を機に、従来使用してきた「せいきょ
う」から新愛称として「メグリア(MEGLiA)」に変更し
ました。MEGLiAの語源は、イタリア語で「より良く」
を意味するMeglio。「良い状態へ」の毎日の工夫や努
力を表す意味で名づけました。また日本語の「めぐり
あい」という意味も込められています。

　創立４０周年を迎えた節目に、組合員の皆さまの生活文化の向上
と健康増進に役立つ施設として「生協会館」を建設しました。開設当
時、１階の名称は「コピック」として、園芸・大工・趣味など、生活全般
に渡る提案型の店舗。２・３階は名称を「カルスポ」(カルチャー＆ス
ポーツの頭文字を組み
合わせたもの)として、
文化教室と体育施設で
教養・文化の向上と健
康づくり、組合員同士の
ふれあい、楽しさを発見
していただく場として開
設しました。

音楽教室 エアロビクス

食堂のカフェテリア化 生協会館の開設
平成7年11月1日平成元年1月16日～ 昭和61年2月28日
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●アトランタ
 オリンピック開催
●メガクルーザー発売
●イプサム発売

●消費税5％に増税
●ナゴヤドームオープン
●ラウム発売 
●プリウス発売
●ハリアー発売

●長野オリンピック開催
●サッカー男子Ｗ杯仏大会
 初出場
●プログレ発売
●ガイア発売
●ナディア発売
●アルテッツァ発売

●65歳以上の
  人口2千万人超え
●東海道新幹線
  700系導入
●ヴィッツ発売
●ファンカーゴ発売
●ＭＲ－Ｓ発売

●シドニー五輪開催
●東海豪雨
●BSデジタル放送開始
●WILL Vi発売
●bB発売
●クルーガーV発売

●サッカーくじ「toto」発売
●ユニバーサルスタジオ
 ジャパン開園
●東京ディズニーシー開園
●ETC導入
●カローラランクス発売
●アレックス発売
●ヴォクシー・ノア発売
●プレミオ・アリオン発売

●欧州通貨統一（ユーロ）
●サッカーＷ杯
 日韓共同開催
●住民基本台帳
 ネットワーク開始
●イスト発売
●アルファード発売
●ヴォルツ発売

●日本郵政公社発足
●サラリーマン医療費
 3割負担に
●超伝導リニアモーターカー
 最高速度 時速581キロ
●ウィッシュ発売
●シエンタ発売
●アベンシス発売

三好店オープン
野見山店を
メグリアミニに改装
豊南店オープン
岡崎店閉店
(上里店に移転)
金谷店を
メグリアミニに改装
メグリアミニ上里店
オープン

1月
2月

3月
9月

12月

藤岡SS開設
「本部店」から「本店」へ
名称変更
本店リニューアル
レストラン街オープン
星ヶ丘店移転新築
セレモニー
前山ホール開設

3月
5月

11月

11月本店リニューアル
全館改装オープン

4月

7月

保見研修センター
食堂・売店開設
ダスキンレント
オール開設
メグリアセントレ出店

1月

6月
9月

豊田通商(株)センチュリービル
食堂「カフェエスト」開設
EPT開発棟食堂開設
調剤薬局
トヨタ記念病院前店開局

1月

3月

4月

10月
12月

技術本館4F・14F
食堂開設
日進研修センター
食堂開設
調剤薬局豊南店・
今町店開設
便利屋サービス立上げ
居宅介護支援事業
立上げ

1月

2月
4月
7月
8月

アリビオ聖心寮食堂
トヨタすまいるライフ
食堂開設
本館食堂・売店開設
ペット美容室開設
永覚店改装
トヨタ自動車九州(株)
宮田工場食堂開設

4月

11月

12月

市木店をメグリアミニに
改装
若園店リニューアル
オープン
栄店をメグリアミニに
改装
個人宅配システム開始

7月

11月

12月

生協会館に「介護&住設館
 ハートプラザ」オープン
朝日店移転
新築オープン
本店2F・3Fフロア
リニューアルオープン
ホームページ開設

●新１万円、５千円、千円札発行
●消費税総額表示価格スタート
●アテネ五輪開催
●裁判員制度法成立
●新潟県中越地震発生
●パッソ発売
●ポルテ発売
●アイシス発売
●マークX発売

藤岡店を
リニューアル
セレモニー
藤岡ホール開設
豊南ブックショップを
開設
本店おまつり広場を
オープン
新シンボルマーク
「メグリアバード」制定

4月

6月

8月

12月

●中部国際空港
  セントレア開港
●国際博覧会
 「愛・地球博」開幕
●ラクティス発売
●レクサスGS、SC、
  IS発売

平成 （2000年）（1996年） 15年14年13年12年 （2005年）11年10年9年8年 16年 17年

平成12年
メグリアバード

組合員の皆様のもとへ
健康と明るさと活力をお届けする
メグリアバード
白い太陽と黄色のバックは健康と明るい空間。
緑は大地。オレンジ色の「Ｍ」(メグリアバード)は
力強さと元気を表しています。

　バブルの崩壊、相次ぐ競合の出店、
価格競争の激化により、店舗事業の
収益力が低下する中、店舗事業の再
編を実施しました。
　開設後25年が経過した本店では
「感動」と「楽しさ」をテーマに、コロッ
セオやスペイン階段をモチーフにした
外観やマルシェ(市場)の賑わいをイ
メージした食品売場など全館の改装
を実施しました。
　また、地域店舗では多様化するニー
ズに対応できるよう大型店の出店を
進めるとともに、小型店は「近くて便
利にお買い物」をコンセプトに生鮮も
取扱うコンビニエンスタイプの「メグ
リアミニ」として改装をすすめました。

店舗事業の再構築 高齢化社会に向けたサービスを拡大

　昭和54年の葬祭事業開始当初は自宅で故人
を送り出す「自宅葬」が一般的でしたが、核家族
化もすすみ自宅でご葬儀をいとなむ事が困難に
なり、「会館葬」のニーズが高まってきました。そ
のようなニーズに応え、葬儀専用のホールを開
設しました。

　医療・介護に対するニーズが高まり、介護に関する相談、用
品を販売する「ハートプラザ」を平成11年にオープンしました。
　平成15年にはメグリア調剤薬局 トヨタ記念病院前店を開
局し、ご利用者様のニーズに応えてきました。

　ちょっとした家事の手伝
いや、庭のお手入れなど、日
頃のお困りごとをお手伝い
する「便利屋サービス」を平
成16年10月に開始しました。
高所作業や重量物の移動な
ど、ご高齢の方にも大変喜ば
れています。

医療・介護に対するニーズに応えて

葬儀専用のセレモニーホールを開設

お困りごとを解決する便利屋サービス

〈本店〉

〈地域店〉

マルシェ（市場）のにぎわいフロア（本店1F） コロッセオ（本店東側）

介護のご提案（ハートプラザ） 薬のご相談、処方
（メグリア調剤薬局 トヨタ記念病院前店）

庭木手入れ（便利屋サービスの一例）

前山ホール（平成8年11月） 藤岡ホール（平成12年6月）

朝日店オープンの様子

豊田市駅前に出店したメグリアセントレ

前山店と平山店を統合した豊南店

市木店をメグリアミニに改装

地
域
・
社
会
・
産
業
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の
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トヨタ生活協同組合

80年の歴史

第6章

平成8年
平成17年

時
代
の
要
請
に
合
わ
せ
た

サ
ー
ビ
ス
の
展
開
①

●アトランタ
 オリンピック開催
●メガクルーザー発売
●イプサム発売

●消費税5％に増税
●ナゴヤドームオープン
●ラウム発売 
●プリウス発売
●ハリアー発売

●長野オリンピック開催
●サッカー男子Ｗ杯仏大会
 初出場
●プログレ発売
●ガイア発売
●ナディア発売
●アルテッツァ発売

●65歳以上の
  人口2千万人超え
●東海道新幹線
  700系導入
●ヴィッツ発売
●ファンカーゴ発売
●ＭＲ－Ｓ発売

●シドニー五輪開催
●東海豪雨
●BSデジタル放送開始
●WILL Vi発売
●bB発売
●クルーガーV発売

●サッカーくじ「toto」発売
●ユニバーサルスタジオ
 ジャパン開園
●東京ディズニーシー開園
●ETC導入
●カローラランクス発売
●アレックス発売
●ヴォクシー・ノア発売
●プレミオ・アリオン発売

●欧州通貨統一（ユーロ）
●サッカーＷ杯
 日韓共同開催
●住民基本台帳
 ネットワーク開始
●イスト発売
●アルファード発売
●ヴォルツ発売

●日本郵政公社発足
●サラリーマン医療費
 3割負担に
●超伝導リニアモーターカー
 最高速度 時速581キロ
●ウィッシュ発売
●シエンタ発売
●アベンシス発売

三好店オープン
野見山店を
メグリアミニに改装
豊南店オープン
岡崎店閉店
(上里店に移転)
金谷店を
メグリアミニに改装
メグリアミニ上里店
オープン

1月
2月

3月
9月

12月

藤岡SS開設
「本部店」から「本店」へ
名称変更
本店リニューアル
レストラン街オープン
星ヶ丘店移転新築
セレモニー
前山ホール開設

3月
5月

11月

11月本店リニューアル
全館改装オープン

4月

7月

保見研修センター
食堂・売店開設
ダスキンレント
オール開設
メグリアセントレ出店

1月

6月
9月

豊田通商(株)センチュリービル
食堂「カフェエスト」開設
EPT開発棟食堂開設
調剤薬局
トヨタ記念病院前店開局

1月

3月

4月

10月
12月

技術本館4F・14F
食堂開設
日進研修センター
食堂開設
調剤薬局豊南店・
今町店開設
便利屋サービス立上げ
居宅介護支援事業
立上げ

1月

2月
4月
7月
8月

アリビオ聖心寮食堂
トヨタすまいるライフ
食堂開設
本館食堂・売店開設
ペット美容室開設
永覚店改装
トヨタ自動車九州(株)
宮田工場食堂開設

4月

11月

12月

市木店をメグリアミニに
改装
若園店リニューアル
オープン
栄店をメグリアミニに
改装
個人宅配システム開始

7月

11月

12月

生協会館に「介護&住設館
 ハートプラザ」オープン
朝日店移転
新築オープン
本店2F・3Fフロア
リニューアルオープン
ホームページ開設

●新１万円、５千円、千円札発行
●消費税総額表示価格スタート
●アテネ五輪開催
●裁判員制度法成立
●新潟県中越地震発生
●パッソ発売
●ポルテ発売
●アイシス発売
●マークX発売

藤岡店を
リニューアル
セレモニー
藤岡ホール開設
豊南ブックショップを
開設
本店おまつり広場を
オープン
新シンボルマーク
「メグリアバード」制定

4月

6月

8月

12月

●中部国際空港
  セントレア開港
●国際博覧会
 「愛・地球博」開幕
●ラクティス発売
●レクサスGS、SC、
  IS発売

平成 （2000年）（1996年） 15年14年13年12年 （2005年）11年10年9年8年 16年 17年

平成12年
メグリアバード

組合員の皆様のもとへ
健康と明るさと活力をお届けする
メグリアバード
白い太陽と黄色のバックは健康と明るい空間。
緑は大地。オレンジ色の「Ｍ」(メグリアバード)は
力強さと元気を表しています。

　バブルの崩壊、相次ぐ競合の出店、
価格競争の激化により、店舗事業の
収益力が低下する中、店舗事業の再
編を実施しました。
　開設後25年が経過した本店では
「感動」と「楽しさ」をテーマに、コロッ
セオやスペイン階段をモチーフにした
外観やマルシェ(市場)の賑わいをイ
メージした食品売場など全館の改装
を実施しました。
　また、地域店舗では多様化するニー
ズに対応できるよう大型店の出店を
進めるとともに、小型店は「近くて便
利にお買い物」をコンセプトに生鮮も
取扱うコンビニエンスタイプの「メグ
リアミニ」として改装をすすめました。

店舗事業の再構築 高齢化社会に向けたサービスを拡大

　昭和54年の葬祭事業開始当初は自宅で故人
を送り出す「自宅葬」が一般的でしたが、核家族
化もすすみ自宅でご葬儀をいとなむ事が困難に
なり、「会館葬」のニーズが高まってきました。そ
のようなニーズに応え、葬儀専用のホールを開
設しました。

　医療・介護に対するニーズが高まり、介護に関する相談、用
品を販売する「ハートプラザ」を平成11年にオープンしました。
　平成15年にはメグリア調剤薬局 トヨタ記念病院前店を開
局し、ご利用者様のニーズに応えてきました。

　ちょっとした家事の手伝
いや、庭のお手入れなど、日
頃のお困りごとをお手伝い
する「便利屋サービス」を平
成16年10月に開始しました。
高所作業や重量物の移動な
ど、ご高齢の方にも大変喜ば
れています。

医療・介護に対するニーズに応えて

葬儀専用のセレモニーホールを開設

お困りごとを解決する便利屋サービス

〈本店〉

〈地域店〉

マルシェ（市場）のにぎわいフロア（本店1F） コロッセオ（本店東側）

介護のご提案（ハートプラザ） 薬のご相談、処方
（メグリア調剤薬局 トヨタ記念病院前店）

庭木手入れ（便利屋サービスの一例）

前山ホール（平成8年11月） 藤岡ホール（平成12年6月）

朝日店オープンの様子

豊田市駅前に出店したメグリアセントレ

前山店と平山店を統合した豊南店

市木店をメグリアミニに改装
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・
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トヨタ生活協同組合

80年の歴史

第7章

平成18年
平成27年

時
代
の
要
請
に
合
わ
せ
た

サ
ー
ビ
ス
の
展
開
② 

東日本大震災被災地への支援 高齢化社会に向けたサービスをさらに拡大

●トリノ冬季五輪開催
●日本郵政株式会社発足
●RUSH発売
●レクサスLS460発売
●オーリス発売
●ブレイド発売

●みどりの日(5/4)、
  昭和の日(4/29)制定
●郵政民営化スタート
●レクサスLS600h発売
●ヴァンガード発売
●レクサスISF発売

●北京五輪開催
●後期高齢者医療制度
  スタート
●iQ発売
●ヴェルファイア発売

●裁判員制度スタート
●国際宇宙
  ステーションで
  日本の実験棟
  「きぼう」が完成
●レクサス
  RX・HS発売
●SAI発売

●子ども手当支給始まる
●東北新幹線全線開通
  674.9km
●FJクルーザー発売

●東日本大震災(M9.0)
●平泉、世界文化遺産に
  登録
●サッカー女子Ｗ杯で
  なでしこJapan世界一に
●レクサスCT200h発売
●プリウスα発売
●アクア発売

●東京スカイツリー開業
●ロンドン五輪開催
●86発売
●スペイド発売

●富士山、世界文化遺産
  登録
●国内最高気温41度
  （四万十市）
●和食がユネスコ
  無形文化遺産

調剤薬局浄水店開店
豊田通商(株)豊田食堂
プライムアースEVエナジー(株)本館食堂・売店
健康支援センターウェルポ食堂
田原店閉鎖
伊保原店閉鎖
高岡工場カフェ（TACOラウンジ）
トヨタ輸送㈱食堂
広瀬パートナーロボット棟食堂

1月

2月
3月

9月
11月
12月

アリビオ大林寮食堂
海陽学園売店オープン
東富士研究所売店
セレモニー藤岡ホール
リニューアルオープン
東富士研究所
C-12棟食堂
技術第10工場食堂・売店

2月
4月

8月

4月

10月
11月

東部給食センター
配送業務を受託
セレモニー越戸ホール開設
移動店舗事業を開始

4月

6月

7月

トヨタ自動車九州㈱
苅田・小倉食堂
移動店舗メグリア便
2号車導入
(株)トヨタアメニティ
食堂

2月

9月

10月

パワートレーン
2号館食堂・売店
多治見サービスセンター
売店
セレモニー竹元ホール開設
公式フェイスブックを新設

4月

10月

トヨタ記念病院
託児所給食業務開始
本店にリフォーム
相談コーナーを新設

2月
4月
5月

9月

赤池店閉店
ネットスーパー開始(エリア限定)
多治見サービスセンター食堂
めぐりあ便の専用
車両導入
調剤薬局大林店オープン

1月ミッドランドスクエア売店
鷲塚寮食堂
トヨタ紡織九州㈱
神埼・宮田工場食堂
デイサービス御幸本町開設
プライムアースEVエナジー(株)　西食堂
東京本社ビル食堂
名古屋ビル食堂・売店
(株)東海理化豊田工場食堂・売店
東富士研究所来客レストラン
赤池店オープン

1月
2月
5月

7月
8月

11月
12月

元町生技事務
1号館食堂・売店・カフェ
(株)小糸製作所
寮食堂

7月
10月

 

メグリアセントレ
本店2F

●消費税8%に増税
●富岡製糸場、
  世界文化遺産登録
●エスクァイア発売
●MIRAI発売
●レクサスNX発売
●レクサスRC発売

野見山店閉店
プライムアースEVエナジー(株)
宮城工場食堂・売店
デイサービスセンター
野見山開設

9月
4月

12月

3月
6月
11月

本店３F
豊南店
志賀店１F

4月
7月
11月

志賀店２F
三好店
朝日店

9月井上店 4月
5月

メグリアセントレ
朝日店

若園店
藤岡店
本店１F

2月
10月
11月

セレモニー藤岡ホール
リニューアルオープン

デイサービス御幸本町開設 調剤薬局浄水店開店 デイサービスセンター
野見山開設

セレモニー越戸ホール
開設

三好店
リニューアルオープン

セレモニー竹元ホール
開設

リフォームコーナー新設 朝日店
リニューアルオープン

調達した物資の詰め込み 東北6県観光と物産展

がんばろう東日本！！

灯油・軽油をタンクローリー
にて現地へ配送

店舗
リニューアル

地
域
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・
産
業
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の
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平成 （2010年）（2006年） 25年24年23年22年 （2015年）21年20年19年18年 26年 27年

　平成23年3月11日東北地方を中心に東日本大震災(M9.0)が発
生し、太平洋沿岸を中心に高い津波による大きな被害が発生しまし
た。トヨタ生協では発生直後に対策本部を設置し、職域企業様等か
らの依頼に基づき被災地の方々へ生活に必要な物資の調達を震災
の翌日より早急に行うとともに、日本生協連からの要請に基づき仙
台市のみやぎ生協へタンクローリーで軽油、灯油を届ける活動を行
いました。さらに、被災地域の産業、生産者の支援として店舗売場で
の「がんばろう東日本！！」をスローガンに、地元商品の供給や「東北
6県観光と物産展」を開催して支援を現在も継続的に行っています。
　また、東海地方で起こりうる東南海地震への備えとして、メグリア
本店の耐震補強や、豊田市・みよし市と災害救助物資の緊急調達に
関する協定締結、従業員の震災訓練による組合員の安全確保など、
不測の事態に備えた取組みを継続的に実施しています。

　お買物にお困りの高齢者に、2012年より『見守りサービス付き個人宅配』を始めて
います。配達担当者がご自宅に出向いてご注文を直接お伺いし、冷凍弁当、やわらか食、
少量の惣菜他、重たい商品もご自宅までお届けするサービスです。
　2015年5月には、中山間地区や市内の狭い道にも対応した配達専用車を用意して
サービスの拡大を行っています。

　豊田市の中山間部において、食料品や日用品の日
常のお買い物が困難な高齢者が増加しています。そ
のような中で、2011年11月より移動店舗『メグリア
便』を開始しました。
　生魚やお刺身、惣菜など生鮮食品も豊富に揃え、ご
利用者様の「自分で楽しく買い物したい」とのご要望
を叶えています。事前にお電話でご注文を承り、販売
時にお届けする御用聞きも好評です。
　2012年7月には専用車両を増やし、より多くの方
にご利用いただけるようエリアを拡大しています。

移動店舗『メグリア便』

高齢者買物支援サービス『めぐりあ便』

旭
小原

下山松平

石野 足助

藤岡

1号エリア

メグリア便

2号エリア

メグリア便
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平成18年
平成27年
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代
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サ
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② 

東日本大震災被災地への支援 高齢化社会に向けたサービスをさらに拡大

●トリノ冬季五輪開催
●日本郵政株式会社発足
●RUSH発売
●レクサスLS460発売
●オーリス発売
●ブレイド発売

●みどりの日(5/4)、
  昭和の日(4/29)制定
●郵政民営化スタート
●レクサスLS600h発売
●ヴァンガード発売
●レクサスISF発売

●北京五輪開催
●後期高齢者医療制度
  スタート
●iQ発売
●ヴェルファイア発売

●裁判員制度スタート
●国際宇宙
  ステーションで
  日本の実験棟
  「きぼう」が完成
●レクサス
  RX・HS発売
●SAI発売

●子ども手当支給始まる
●東北新幹線全線開通
  674.9km
●FJクルーザー発売

●東日本大震災(M9.0)
●平泉、世界文化遺産に
  登録
●サッカー女子Ｗ杯で
  なでしこJapan世界一に
●レクサスCT200h発売
●プリウスα発売
●アクア発売

●東京スカイツリー開業
●ロンドン五輪開催
●86発売
●スペイド発売

●富士山、世界文化遺産
  登録
●国内最高気温41度
  （四万十市）
●和食がユネスコ
  無形文化遺産

調剤薬局浄水店開店
豊田通商(株)豊田食堂
プライムアースEVエナジー(株)本館食堂・売店
健康支援センターウェルポ食堂
田原店閉鎖
伊保原店閉鎖
高岡工場カフェ（TACOラウンジ）
トヨタ輸送㈱食堂
広瀬パートナーロボット棟食堂

1月

2月
3月

9月
11月
12月

アリビオ大林寮食堂
海陽学園売店オープン
東富士研究所売店
セレモニー藤岡ホール
リニューアルオープン
東富士研究所
C-12棟食堂
技術第10工場食堂・売店

2月
4月

8月

4月

10月
11月

東部給食センター
配送業務を受託
セレモニー越戸ホール開設
移動店舗事業を開始

4月

6月

7月

トヨタ自動車九州㈱
苅田・小倉食堂
移動店舗メグリア便
2号車導入
(株)トヨタアメニティ
食堂

2月

9月

10月

パワートレーン
2号館食堂・売店
多治見サービスセンター
売店
セレモニー竹元ホール開設
公式フェイスブックを新設

4月

10月

トヨタ記念病院
託児所給食業務開始
本店にリフォーム
相談コーナーを新設

2月
4月
5月

9月

赤池店閉店
ネットスーパー開始(エリア限定)
多治見サービスセンター食堂
めぐりあ便の専用
車両導入
調剤薬局大林店オープン

1月ミッドランドスクエア売店
鷲塚寮食堂
トヨタ紡織九州㈱
神埼・宮田工場食堂
デイサービス御幸本町開設
プライムアースEVエナジー(株)　西食堂
東京本社ビル食堂
名古屋ビル食堂・売店
(株)東海理化豊田工場食堂・売店
東富士研究所来客レストラン
赤池店オープン

1月
2月
5月

7月
8月

11月
12月

元町生技事務
1号館食堂・売店・カフェ
(株)小糸製作所
寮食堂

7月
10月

 

メグリアセントレ
本店2F

●消費税8%に増税
●富岡製糸場、
  世界文化遺産登録
●エスクァイア発売
●MIRAI発売
●レクサスNX発売
●レクサスRC発売

野見山店閉店
プライムアースEVエナジー(株)
宮城工場食堂・売店
デイサービスセンター
野見山開設

9月
4月

12月

3月
6月
11月

本店３F
豊南店
志賀店１F

4月
7月
11月

志賀店２F
三好店
朝日店

9月井上店 4月
5月

メグリアセントレ
朝日店

若園店
藤岡店
本店１F

2月
10月
11月

セレモニー藤岡ホール
リニューアルオープン

デイサービス御幸本町開設 調剤薬局浄水店開店 デイサービスセンター
野見山開設

セレモニー越戸ホール
開設

三好店
リニューアルオープン

セレモニー竹元ホール
開設

リフォームコーナー新設 朝日店
リニューアルオープン

調達した物資の詰め込み 東北6県観光と物産展

がんばろう東日本！！

灯油・軽油をタンクローリー
にて現地へ配送

店舗
リニューアル

地
域
・
社
会
・
産
業

生
協
の
で
き
ご
と

平成 （2010年）（2006年） 25年24年23年22年 （2015年）21年20年19年18年 26年 27年

　平成23年3月11日東北地方を中心に東日本大震災(M9.0)が発
生し、太平洋沿岸を中心に高い津波による大きな被害が発生しまし
た。トヨタ生協では発生直後に対策本部を設置し、職域企業様等か
らの依頼に基づき被災地の方々へ生活に必要な物資の調達を震災
の翌日より早急に行うとともに、日本生協連からの要請に基づき仙
台市のみやぎ生協へタンクローリーで軽油、灯油を届ける活動を行
いました。さらに、被災地域の産業、生産者の支援として店舗売場で
の「がんばろう東日本！！」をスローガンに、地元商品の供給や「東北
6県観光と物産展」を開催して支援を現在も継続的に行っています。
　また、東海地方で起こりうる東南海地震への備えとして、メグリア
本店の耐震補強や、豊田市・みよし市と災害救助物資の緊急調達に
関する協定締結、従業員の震災訓練による組合員の安全確保など、
不測の事態に備えた取組みを継続的に実施しています。

　お買物にお困りの高齢者に、2012年より『見守りサービス付き個人宅配』を始めて
います。配達担当者がご自宅に出向いてご注文を直接お伺いし、冷凍弁当、やわらか食、
少量の惣菜他、重たい商品もご自宅までお届けするサービスです。
　2015年5月には、中山間地区や市内の狭い道にも対応した配達専用車を用意して
サービスの拡大を行っています。

　豊田市の中山間部において、食料品や日用品の日
常のお買い物が困難な高齢者が増加しています。そ
のような中で、2011年11月より移動店舗『メグリア
便』を開始しました。
　生魚やお刺身、惣菜など生鮮食品も豊富に揃え、ご
利用者様の「自分で楽しく買い物したい」とのご要望
を叶えています。事前にお電話でご注文を承り、販売
時にお届けする御用聞きも好評です。
　2012年7月には専用車両を増やし、より多くの方
にご利用いただけるようエリアを拡大しています。

移動店舗『メグリア便』

高齢者買物支援サービス『めぐりあ便』

旭
小原

下山松平

石野 足助

藤岡

1号エリア

メグリア便

2号エリア

メグリア便
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石川県応援売場
豊田市との包括連携協定

「共同によるまちづくりパートナーシップ協定」
みよし市との包括連携協定締結

　市民の皆様の生活を支えるという使命のもと、2020年初
頭に世界を襲った新型コロナウイルスのパンデミックに、ト
ヨタ生協は一丸となって立ち向かいました。地域のライフラ
インとして営業を継続する一方で、豊田市からの依頼を受け、
自宅療養者への食事支援サービスを迅速に開始しました。
　商品調達から配達までを自社で一貫して行う体制を短期
間で構築。感染リスクを乗り越え、2年半で16万食以上(最
大で１日1,000名を超えた配達)を全従業員体制でお届けしました。この活動は、療養者の方々か
らの感謝の言葉に支えられ、私たちの大きなやりがいとなりました。
　この貴重な経験を活かし、豊田市と「感染有事における支援及び協力に関する協定」を締結。
今後も、いかなる困難が訪れようとも、私たちは地域社会への貢献に全力を尽くします。

自宅療養者への
配送出発
ミーティング

●熊本地震発生
●伊勢志摩サミット開催
●ルーミー発売
●C-HR発売

●平成から令和に改元
●消費税10％引き上げ
●ラグビーWC日本開催
●新RAV4発売
●スープラ発売

●将棋の藤井聡太
  29連勝
●電気自動車量産化推進
●プリウスPHV発売
●3代目センチュリー
  発売

●北海道地震発生
●働き方改革法案成立
●羽生結弦国民栄誉賞
●15代目クラウン発売
●カローラスポーツ発売

●新型コロナ感染流行
●レクサスUX300e発売
●FCV新型ミライを発売
●新型ハリヤー発売

●東京オリンピック
  一年遅れで開催
●大谷翔平MVP受賞
●デジタル庁発足
●新型アクア発売
●カローラクロス発売

●G7広島サミット開催
●新型コロナ「5類」移行
●プロ野球WBC優勝
●大谷翔平2度目の
  MVP受賞
●4代目アルファード
  発売
●新型プリウス発売

●大阪関西万博開催
●こども家庭庁発足

●能登半島地震発生
●新型NISA制度が開始
●新型紙幣発行開始
●新型ランドクルーザー
  発売

●成人年齢引き下げ
●サッカーWC日本躍進
●bZ4X発売
●新型シエンタ発売
●クラウンクロス
  オーバー発売

　持続可能な未来の実現へ向け、私たちは事業を通じ
て地域課題の解決に貢献してまいりました。CO2削減・
リサイクル等の環境配慮、行政連携による高齢者の見
守りに加え、安全・安心な地産地消・産直品の拡充な
ど、地域経済の活性化と豊かな暮らしづくりに貢献し、
メグリアのSDGsアクションを推進してまいりました。
これからも持続可能な社会に向け取り組みを継続して
まいります。

　私たちはこれからも、人と人がつなが
り、「共創の拠点」となることを目指し、皆
様の暮らしに寄り添い、地元に根ざした
運営を真摯に追求し皆様の期待に応えて
まいります。 

メグリアのSDGsアクション

　トヨタ生協は設立以来、地域社会と共存共栄を基本理念に掲げ、共により良い未来を築きあげていくことに尽力し、地域の
皆様に寄り添い、課題の解決に向けて多様な分野で行政との連携を強めて社会貢献活動を進めてまいりました。

社会貢献活動

トヨタ生活協同組合

80年の歴史

第8章

（2019年）（2016年） 5年4年3年2年元年 （2025年）（2020年）30年29年28年 6年 7年
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●豊田市こどもの福祉
  連携協定の締結
3月
8月

9月

TTDC売店オープン
トヨタ記念病院
売店リニューアル
エムパーク店オープン

●当組合員28万人達成
2月

3月

9月
10月

はなぞの店オープン
生鮮加工センター
増床
トヨタバッテリー㈱
宮城工場和食堂・
売店オープン
若園店リニューアル
ピッピ稼働

●すくすく応援事業開始
1月

4月

6月
7月

下山事務棟 食堂・
売店オープン
デイサービス
センター浄水店
オープン
金谷店閉店
栄店閉店
うねべ店オープン

1月

9月

11月
12月

調剤薬局井上店
オープン
ライスセンター
移転
三好店リニューアル
トヨタ記念病院
患者食 再受託

4月

7月
10月

12月

デンソー広瀬工場
食堂・売店オープン
足助給食センター
旭中学校配送業務
受託
北部給食センター
配送業務受託
志賀店リニューアル
技術第11工場
食堂・売店オープン
豊栄SS
水素ステーション
オープン

６月

6月～

10月

100th VISION策定
トヨタバッテリー㈱
新居工場厚生棟
食堂・売店オープン
本店 2F・3F

リニューアルオープン
市木店閉店

3月平山豊和寮食堂
オープン

6月

10月
11月

トヨタ記念病院
託児所食堂オープン
パワートレーン
3号館食堂・売店オープン
藤岡店リニューアル
豊和レジデンス寮食堂オープン
本店1～3Fリニューアル

●猿投農林高校との
  コラボ恵方巻・
  弁当販売

3月

6月
9月

下山来客棟
食堂・売店オープン
セントレ閉店
上里店閉店

平成28年
平成30年
令和元年

令和 7 年

トヨタテクニカルセンター
下山来客棟食堂オープン

調剤薬局井上店
オープン

デイサービスセンター
浄水店オープン

メグリアエムパーク店オープン 平山豊和寮食堂オープン メグリアはなぞの店
オープン

トヨタバッテリー㈱
新居工場

　令和6年1月1日に発生した能登半島地震では、発災直後から母体企
業と連携し、緊急支援物資の調達・対応を実施しました。その後、日本
生協連と連携し、被災地に職員を派遣し物資配送や介護支援といった
人的支援を実施しました。合わせて義援金活動を開始し、たくさんの組
合員様からのご協力をいただき9,606千円の義援金が集まりました。
　さらに震災で被害を受けた生産者や工場を支援するため、石川県産
商品を調達し、店舗を中心に販売イベントを実施しております。
　今後も、復興への支援と協力を継続的に実施してまいります。

令和６年能登半島地震への支援活動

支援物資積込み

新型コロナウィルス流行に対する行政と連携した

梱包作業状況：
16万食/２年間

配食サービスに対する
お礼メッセージ

豊田市自宅療養者への配食サービス支援

18 MEGLiA 19MEGLiA
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石川県応援売場
豊田市との包括連携協定

「共同によるまちづくりパートナーシップ協定」
みよし市との包括連携協定締結

　市民の皆様の生活を支えるという使命のもと、2020年初
頭に世界を襲った新型コロナウイルスのパンデミックに、ト
ヨタ生協は一丸となって立ち向かいました。地域のライフラ
インとして営業を継続する一方で、豊田市からの依頼を受け、
自宅療養者への食事支援サービスを迅速に開始しました。
　商品調達から配達までを自社で一貫して行う体制を短期
間で構築。感染リスクを乗り越え、2年半で16万食以上(最
大で１日1,000名を超えた配達)を全従業員体制でお届けしました。この活動は、療養者の方々か
らの感謝の言葉に支えられ、私たちの大きなやりがいとなりました。
　この貴重な経験を活かし、豊田市と「感染有事における支援及び協力に関する協定」を締結。
今後も、いかなる困難が訪れようとも、私たちは地域社会への貢献に全力を尽くします。

自宅療養者への
配送出発
ミーティング

●熊本地震発生
●伊勢志摩サミット開催
●ルーミー発売
●C-HR発売

●平成から令和に改元
●消費税10％引き上げ
●ラグビーWC日本開催
●新RAV4発売
●スープラ発売

●将棋の藤井聡太
  29連勝
●電気自動車量産化推進
●プリウスPHV発売
●3代目センチュリー
  発売

●北海道地震発生
●働き方改革法案成立
●羽生結弦国民栄誉賞
●15代目クラウン発売
●カローラスポーツ発売

●新型コロナ感染流行
●レクサスUX300e発売
●FCV新型ミライを発売
●新型ハリヤー発売

●東京オリンピック
  一年遅れで開催
●大谷翔平MVP受賞
●デジタル庁発足
●新型アクア発売
●カローラクロス発売

●G7広島サミット開催
●新型コロナ「5類」移行
●プロ野球WBC優勝
●大谷翔平2度目の
  MVP受賞
●4代目アルファード
  発売
●新型プリウス発売

●大阪関西万博開催
●こども家庭庁発足

●能登半島地震発生
●新型NISA制度が開始
●新型紙幣発行開始
●新型ランドクルーザー
  発売

●成人年齢引き下げ
●サッカーWC日本躍進
●bZ4X発売
●新型シエンタ発売
●クラウンクロス
  オーバー発売

　持続可能な未来の実現へ向け、私たちは事業を通じ
て地域課題の解決に貢献してまいりました。CO2削減・
リサイクル等の環境配慮、行政連携による高齢者の見
守りに加え、安全・安心な地産地消・産直品の拡充な
ど、地域経済の活性化と豊かな暮らしづくりに貢献し、
メグリアのSDGsアクションを推進してまいりました。
これからも持続可能な社会に向け取り組みを継続して
まいります。

　私たちはこれからも、人と人がつなが
り、「共創の拠点」となることを目指し、皆
様の暮らしに寄り添い、地元に根ざした
運営を真摯に追求し皆様の期待に応えて
まいります。 

メグリアのSDGsアクション

　トヨタ生協は設立以来、地域社会と共存共栄を基本理念に掲げ、共により良い未来を築きあげていくことに尽力し、地域の
皆様に寄り添い、課題の解決に向けて多様な分野で行政との連携を強めて社会貢献活動を進めてまいりました。

社会貢献活動

トヨタ生活協同組合

80年の歴史

第8章

（2019年）（2016年） 5年4年3年2年元年 （2025年）（2020年）30年29年28年 6年 7年
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●豊田市こどもの福祉
  連携協定の締結
3月
8月

9月

TTDC売店オープン
トヨタ記念病院
売店リニューアル
エムパーク店オープン

●当組合員28万人達成
2月

3月

9月
10月

はなぞの店オープン
生鮮加工センター
増床
トヨタバッテリー㈱
宮城工場和食堂・
売店オープン
若園店リニューアル
ピッピ稼働

●すくすく応援事業開始
1月

4月

6月
7月

下山事務棟 食堂・
売店オープン
デイサービス
センター浄水店
オープン
金谷店閉店
栄店閉店
うねべ店オープン

1月

9月

11月
12月

調剤薬局井上店
オープン
ライスセンター
移転
三好店リニューアル
トヨタ記念病院
患者食 再受託

4月

7月
10月

12月

デンソー広瀬工場
食堂・売店オープン
足助給食センター
旭中学校配送業務
受託
北部給食センター
配送業務受託
志賀店リニューアル
技術第11工場
食堂・売店オープン
豊栄SS
水素ステーション
オープン

６月

6月～

10月

100th VISION策定
トヨタバッテリー㈱
新居工場厚生棟
食堂・売店オープン
本店 2F・3F

リニューアルオープン
市木店閉店

3月平山豊和寮食堂
オープン

6月

10月
11月

トヨタ記念病院
託児所食堂オープン
パワートレーン
3号館食堂・売店オープン
藤岡店リニューアル
豊和レジデンス寮食堂オープン
本店1～3Fリニューアル

●猿投農林高校との
  コラボ恵方巻・
  弁当販売

3月

6月
9月

下山来客棟
食堂・売店オープン
セントレ閉店
上里店閉店

平成28年
平成30年
令和元年

令和 7 年

トヨタテクニカルセンター
下山来客棟食堂オープン

調剤薬局井上店
オープン

デイサービスセンター
浄水店オープン

メグリアエムパーク店オープン 平山豊和寮食堂オープン メグリアはなぞの店
オープン

トヨタバッテリー㈱
新居工場

　令和6年1月1日に発生した能登半島地震では、発災直後から母体企
業と連携し、緊急支援物資の調達・対応を実施しました。その後、日本
生協連と連携し、被災地に職員を派遣し物資配送や介護支援といった
人的支援を実施しました。合わせて義援金活動を開始し、たくさんの組
合員様からのご協力をいただき9,606千円の義援金が集まりました。
　さらに震災で被害を受けた生産者や工場を支援するため、石川県産
商品を調達し、店舗を中心に販売イベントを実施しております。
　今後も、復興への支援と協力を継続的に実施してまいります。

令和６年能登半島地震への支援活動

支援物資積込み

新型コロナウィルス流行に対する行政と連携した

梱包作業状況：
16万食/２年間

配食サービスに対する
お礼メッセージ

豊田市自宅療養者への配食サービス支援

18 MEGLiA 19MEGLiA



MEGLiA
100th VISION

・相互扶助による豊かな
  暮らしの実現
・愛され、親しまれ、
  信頼される生協

未来に向けて未来に向けて

私たちはこれまで、生活協同組合として大切にしてきた、「互い
に支え合う相互扶助の精神」を胸に、組合員の皆様の豊かで
安心できる暮らしを支える取り組みを重ねてきました。愛され、
親しまれ、信頼される“身近な生協”でありたいという想いは、
時代を超えて受け継がれてきた私たちの原点であり、これから
も大切にしていきます。一方で、私たちを取り巻く環境はこれま
でにない速さで変化しています。母体企業や地域のニーズも多
様化し、暮らしや働き方も大きく変わっています。時代の流れと
ともに暮らしの便利さが進む一方で、変化に対応できず不安や
孤独を抱える人が、さらに増えていくかもしれません。また、人
口減少や少子高齢化により、地域のつながりやふれあいの機
会が減ることへの不安も広がっています。
だからこそ私たちは、人と人とのつながりが、誰かの背中をそっ
と支える力になると信じています。小さな声かけや思いやりが
広がることで、暮らしや職場にぬくもりが生まれる。その力を、私
たちは大切にしていきたいと願っています。創立100周年、そし
てその先の未来を見据えて。組合員様の暮らしに想いを寄せ、
母体企業の皆様の健やかな生活を支え、地域課題に共に向き
合い、職場の仲間がいきいきと働ける環境を築く。これこそが
私たちトヨタ生協の目指す姿です。一人ひとりが自分らしく、あ
たたかなつながりの中で生きられる未来を、私たちは皆さんと
共に、心をこめて築いてまいります。

組合員 母体企業

従業員地域・行政

これまで
大切にしてきたこと

・共生社会の実現

・持続可能な生協

これから
大切にしていくこと

困りごとや期待に真摯に向き合い、多様な提案と
対応力で信頼される存在を目指します。

多様な価値観・働き方・個々の事情を尊重し、
働きやすい制度・職場環境を整えていきます。

働く人の日々の職場生活に目を向け、的確な支援を
重ね、長く頼られる関係を築いていきます。

地域の暮らしの中で生じる課題に丁寧に向き合い、
柔軟で継続的な協力体制を育てます。

母体企業

組合員

地域・行政

従業員

暮らし方の多様化に応じて接点を広げ、
組合員様との関係を一つひとつ丁寧に築いていきます。

互いを尊重し合いながら、力を発揮しやすい
職場づくりと、人が育つ環境を整えます。

職域のニーズの変化を敏感に捉え、自ら積極的に提案・行動し、
信頼を基に新たな価値を共に創り出していきます。

行政や地域団体と連携し、継続的な協働を通して、
地域の担い手としての役割を果たします。

母体企業

組合員

地域・行政

従業員

100th
VISION

MEGLiA

未来を共につくる
誰もが安心し支え合える、
共生社会の実現に向けて ～～

ともに価値を創る関係へ
つながり1

声に応え、信頼を育む関係へ
おもいやり2

対話や交流を通じたふれあいの中で、
共感や笑顔が生まれる関係を育てていきます。

日常のちょっとしたやりとりが力になるような、
明るく前向きな文化を大切にします。

気軽に立ち寄れ、交流できるサービス・環境を整える
ことで、働く人同士のつながりを支えていきます。

地域の人が交わる拠点を育て、にぎわいや
地域づくりの土台となる場を生み出します。

母体企業

組合員

地域・行政

従業員

ひととひとをつなぐ場所を
ふれあい4

暮らしに欠かせない生活必需品を、供給を支える
しくみを通じて、安心とともに組合員様の元へ届けます。

仲間の努力を認め合い、互いに支え合いながら
前向きに成長していける組織をつくります。

日々の業務がスムーズに進むよう、運営の基盤を
整えることで、安定した職場づくりを支えていきます。

地域の福祉課題に向き合い、今後さらに求められる
支援体制を見据え、日常から支え合う関係を築きます。

母体企業

組合員

地域・行政

従業員

日常を支える力になる
ささえあい3

母体企業

組合員

地域・行政

従業員

喜びをともに、困     難なときは支えに
わかち  あい5

喜びを共にし、不安や 迷いにはしっかりと耳を傾け、
心の通う関係を築いて いきます。

災害や緊急時には、職 域の安全網として迅速に動き、
従業員に安心を届ける 頼れる存在を目指します。

災害時こそ、地域に根ざ す生協として、一人でも多くの
人に手を差し伸べる共 助の力を広げていきます。

日々の業務を分かち合 いながら、個人の成長と
チームの力を両立でき る職場を目指します。
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